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(2) 血管内皮細胞より抽出した RNA (20μg) について、 μ 、 m カルパイン、カルパスタチン各々の DNA probe 
を用いて、ノザンプロット解析を行った。
(3) 血管内皮細胞を細胞外カルシウムの存在・非存在下にカルシウムイオノフォア (2μM) で刺激した後、タリン
およびフィラミンのウエスタンプロット解析を、各蛋白に対するモノクローナル抗体を用いて行った。さらに、これ
らの細胞骨格蛋自分解に対する、カルパイン特異的阻害剤であるカルペプチンの影響を検討した。
(4) μ カルパイン中間活性体 (78 KDa) 特異的モノクローナル抗体を新たに作成した。 μーカルパイン完全活性体 (76
KDa) 、未活性体 (80 KDa) に対する各モノクローナル抗体と合わせて、細胞外カルシウムの存在下にカルシウムイオ
ノフォア (2μM) で刺激した血管内皮細胞における、 μ カルパインの活性化を検討した。
[成績]
(1) 0.30 M NaCl 画分にはカルパイン活性が、 0.15-0.25 M N aCl 画分にはカルパスタチン活性が認められた。カ
ルパイン画分は、活性化に mM オーダーのカルシウムを必要とし、 m カルパインと考えられた。さらに、カルパイン
活性画分には80 KDa の mーカルパインが、カルパスタチン活性画分には80 KDa の μ カルパインと 110 KDa (筋型)
のカルパスタチンが確認された。 μーカルパイン活性は、カルパスタチン活性に被覆されていた。





(4) カルシウムイオノフォア刺激後 3 分で、 μ カルパイン中間活性体 (78 KDa) が認められ、経時的にその発現は










インは活性化され、細胞骨格蛋白の分解に作用することを明らかにした。さらに、 autolytic intermediate form ofμ 
calpain (78 KDa) 特異的モノクローナル抗体を新たに作成し、カルパイン活性の本体は、 fully autolyzed form of 
μcalpain (76 KDa) や fully autolyzed form of m-calpain (76 KDa) ではなく、 autolytic intermediate form ofμ 
calpain (78 KDa) であることを明らかにした。このことは、虚血再環流障害や Shear stress 充進などの細胞内カル
シウムの上昇を伴う病的状態において、 autolytic intermediate form ofμ-calpain が血管内皮細胞障害性に関与して
いる可能性を示唆するものであり、血管内皮細胞機能の解析に、カルパインーカルパスタチン系という新しい見地を拓
いたことは、学位の授与に値すると考えられる。
